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information

こ
れ
ま
で
手
話
を
学
ん
だ
こ
と
が
な

い
方
や
、
日
常
生
活
で
の
初
歩
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
手
話
の
基

礎
知
識
を
学
び
た
い
と
お
考
え
の
方
に

向
け
、
手
話
奉
仕
員
の
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で
、
継
続

し
て
受
講
で
き
る
方

●
期　
　
間

　

４
月
～
２
０
２
０
年
２
月

　

毎
週
水
曜　

午
後
7
時
～
９
時

　
（
１
回
あ
た
り
２
時
間
、
計
80
時
間

受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

●
場

所

　

中
央
公
民
館
２
階　

学
習
室

●
定　
　
員　
10
名　

※
先
着
順

●
講　
　
師

　

愛
知
県
聴
覚
障
害
者
協
会
会
員

●
受
講
料

　

無
料（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等
に

か
か
る
実
費
に
つ
い
て
は
負
担
）

●
申
込
期
限　
3
月
1５
日（
金
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
内
福
祉
課

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

（
入
門
・
基
礎
）受
講
生
募
集

医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、

で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
や
自
宅

で
安
心
し
て
生
活
す
る
に
は
何
が
必
要

か
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る「
地
域
包
括

ケ
ア
サ
ミ
ッ
ト
」を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

第
1
部　
午
後
２
時
～
3
時

　
「
地
域
包
括
ケ
ア
の
深
化
、
地
域
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」

　

講
師　

水
野
正
明　

氏

　
（
名
古
屋
大
学
医
学
部
付
属
病
院
教
授
）

第
２
部　
午
後
3
時
～
４
時
1５
分

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
「
わ
が
ま
ち
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

　

海
部
医
療
圏
の
7
市
町
村
長
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
日

時　
２
月
16
日（
土
）

　

午
後
２
時
～
４
時
1５
分

●
場

所

　

津
島
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル　

（
旧 

津
島
勤
労
福
祉
会
館
）

●
参
加
費　
無
料

●
問
合
せ
先　
海
部
医
療
圏
在
宅
医
療
・ 

介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー　

あ
ま
さ
ぽ

　

☎
５
８

－

５
９
８
９

海
部
医
療
圏
地
域
包
括

ケ
ア
サ
ミ
ッ
ト

男
性
シ
ニ
ア
倶
楽
部
は
、
男
性
の
皆

さ
ん
が
生
き
が
い
を
見
つ
け
、
仲
間
を

つ
く
り
、
地
域
で
活
躍
す
る
き
っ
か
け

と
な
れ
ば
と
願
い
、
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
日

時

　

２
月
20
日（
水
）　

午
後
１
時

●
内

容

　

す
の
こ
を
使
っ
た
収
納
ボ
ッ
ク
ス
づ

く
り

●
場

所

　

ふ
れ
あ
い
の
郷　

会
議
室
と
作
業
室

●
対
象
者

　

在
住
の
60
歳
以
上
の
男
性

●
定　
　
員

　

8
名　

※
先
着
順

●
持
ち
物

　

軍
手
、
タ
オ
ル

●
申
込
期
日

　

２
月
12
日（
火
）　

午
後
４
時

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

飛
島
村
社
会
福
祉
協
議
会

男
性
シ
ニ
ア
倶
楽
部
の

ご
案
内

ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
企
業
と
は
、
若

者
の
採
用
・
育
成
に
積
極
的
で
、
若
者

の
雇
用
管
理
の
状
況
な
ど
が
優
良
で
あ

る
と
厚
生
労
働
大
臣
が
認
定
し
た
企
業

で
す
。

認
定
企
業
の
メ
リ
ッ
ト

・
労
働
局
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
開
催
す

る
企
業
説
明
会
へ
優
先
参
加

・
厚
生
労
働
省
が
運
営
す
る「
若
者
雇

用
促
進
総
合
サ
イ
ト
」で
の
企
業
Ｐ
Ｒ

・
労
働
局
で
取
り
扱
う
助
成
金
の
加
算

・
日
本
政
策
金
融
公
庫
に
よ
る
低
利
融

資
な
ど

　

詳
細
な
認
定
基
準
な
ど
に
つ
い
て
は
、

愛
知
労
働
局
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

　

愛
知
県
労
働
局
職
業
安
定
課　

電
話　

☎
０
５
２

－

２
１
９

－

５
５
０
５

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
島

　

☎
４
３

－

３
９
１
１

事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ
…

ユ
ー
ス
エ
ー
ル

認
定
企
業
に

な
り
ま
せ
ん
か
？
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ご
家
族
の
う
つ
病
の
こ
と
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
う
つ
病
の
正
し
い
知
識

や
家
族
の
対
応
の
仕
方
に
つ
い
て
の
ヒ

ン
ト
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時

　

3
月
５
日（
火
）　

午
後
２
時
～
４
時

●
場

所

　

津
島
保
健
所 

２
階 

大
会
議
室

　
（
津
島
市
橘
町
４
丁
目
５0

－

２
）

●
内

容

　

講
演　
「
ご
存
じ
で
す
か
？
う
つ
病

の
正
し
い
知
識
と
う
つ
病
の
方
へ
の

接
し
方
」

　

講
師　

同
朋
大
学 

社
会
福
祉
学
部

社
会
福
祉
学
科

　

准
教
授 

吉
田 

み
ゆ
き 

氏

●
対

象

　

う
つ
病
の
方
の
ご
家
族（
約
30
名
）

●
申
込
期
限

　

２
月
28
日（
木
）

●
問
合
せ
先

　

津
島
保
健
所　

健
康
支
援
課

　

こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
グ
ル
ー
プ

　

☎
２
６

－

４
１
３
７

う
つ
病
家
族
教
室

ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
お
悩
み
を
抱

え
て
い
ま
せ
ん
か
？

精
神
科
医
師
と
専
門
の
相
談
員
が
お

話
を
伺
い
ま
す
。

●
日

時

　

２
月
21
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

●
場

所

　

津
島
保
健
所

　
（
津
島
市
橘
町
４
丁
目
５0

－

２
）

●
対

象

　

ア
ル
コ
ー
ル
が
原
因
の
健
康
問
題
に

お
悩
み
の
ご
本
人
も
し
く
は
ご
家
族

（
定
員
２
組
）

●
参
加
費　
無
料

●
申
込
期
限

　

２
月
1５
日（
金
）

●
問
合
せ
先

　

津
島
保
健
所　

健
康
支
援
課

　

☎
２
６

－

４
１
３
７

ア
ル
コ
ー
ル
専
門
相
談

●
期　
　
間

　
２
月
1
日（
金
）～
28
日（
木
）

「
家
庭
」は
か
け
が
え
の
な
い
生
活
の

基
盤
で
あ
り
、
家
族
が
互
い
の
心
の
ふ

れ
あ
い
と
連
帯
感
を
深
め
、
子
ど
も
が

人
間
と
し
て
の
生
き
方
の
基
本
を
学
ぶ

最
も
大
切
な
教
育
の
場
で
す
。

し
か
し
、
都
市
化
や
情
報
化
の
進
展

な
ど
社
会
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、
核

家
族
化
、
少
子
化
な
ど
家
族
形
態
が
変

わ
り
、
本
来
家
庭
が
担
う
べ
き
教
育
機

能
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
家
庭
が
担
う
役
割
の
重

要
性
に
つ
い
て
認
識
を
高
め
、
家
族
全

員
が
明
る
く
、
楽
し
く
、
ゆ
と
り
あ
る

充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
明
る
く
対
話
の
あ
る
家
庭
づ
く

り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
本
村
で
は
、
毎
月
第
3
日
曜

を「
家
庭
の
日
」と
し
、
家
族
の
ふ
れ
あ

い
の
あ
る
家
庭
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。

「
家
庭
の
日
」県
民
運
動

愛
知
県
の
海
部
旅
券
コ
ー
ナ
ー（
津

島
市
）、
尾
張
旅
券
コ
ー
ナ
ー（
一
宮

市
）等
は
3
月
末
で
業
務
を
終
了
し
ま

す
。
本
村
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

は
、
平
成
31
年
４
月
１
日（
月
）以
降
に

旅
券
の
発
給
申
請
を
さ
れ
る
場
合
、
愛

知
県
旅
券
セ
ン
タ
ー（
名
古
屋
市
中
村

区
）、
西
三
河
旅
券
コ
ー
ナ
ー（
岡
崎

市
）、
豊
田
加
茂
旅
券
コ
ー
ナ
ー（
豊
田

市
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w

w
.pref.aichi.jp/

soshiki/kenm
inseikatsu/

●
問
合
せ
先

　

愛
知
県
県
民
生
活
課

　

☎
０
５
２

－

５
６
３

－
０
２
３
６

平
成
31
年
４
月
以
降
の

旅
券
窓
口
の
ご
案
内

ス
ロ
ー
ガ
ン

　
親
と
子
の

　
　
対
話
が
つ
く
る

�

よ
い
家
庭
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次
の
と
お
り
自
衛
官
等
募
集
が
行
わ

れ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
募
集
項
目

・
自
衛
官
候
補
生

・
２
０
１
９
年
度
第
１
回
予
備
自
衛
官

補（
一
般
・
技
能
）

●
資　
　
格

・
自
衛
官
候
補
生

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

・
２
０
１
９
年
度
第
１
回
予
備
自
衛
官
補

　
【
一
般
】18
歳
以
上
34
歳
未
満

　
【
技
能
】18
歳
以
上
で
、
保
有
す
る
技

能
に
応
じ
５3
歳
～
５５
歳
未
満

●
受
付
期
間

・
自
衛
官
候
補
生

　

年
間
を
通
じ
て
受
付

・
２
０
１
９
年
度
第
１
回
予
備
自
衛
官

補（
一
般
・
技
能
）

　

１
月
7
日（
月
）～
４
月
12
日（
金
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部

　

一
宮
地
域
事
務
所

　

一
宮
市
大
江
２

－

１

－

18

　

ワ
キ
タ
ビ
ル
２
階

　

☎
０
５
８
６

－

７
３

－

７
５
２
２

自
衛
官
等
募
集
案
内

地域が見守る・気にかけるみんなで防ぐ虐待
障がい者虐待防止とは

障がいのある方の権利を守る法律「障害者虐待防止法」が平成２4年１0月から施行されています。
この法律は、障がい者を支援している家族や福祉施設、そして障がい者雇用をしている企業に対し

て虐待が起きないように支援していくことや、万が一虐待が起きてしまったときの対処方法などを規
定しています。
障がい者虐待は、虐待している人にその自覚がなかったり、虐待されている障がい者が声に出せな

い場合があります。そのため、虐待を早期発見するには、さまざまなサインを見逃さないことが大切
です。

高齢者虐待防止とは
高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律(高齢者虐待防止法）が平成１８年4

月から施行されています。
この法律は、高齢者(6５歳以上）に対する家族などの養護者や要介護施設従事者による虐待の防止

を目的としています。
地域ぐるみで高齢者本人を虐待から守るだけでなく、虐待をしてしまっている家族などを支援する

ことも大切です。
介護者の孤立や介護疲れなどにより高齢者への接し方が乱暴になるなど、虐待の自覚や不安があっ

ても改善できない場合もあります。養護する側への適切な指導や支援が必要です。
「もしかしたら虐待かも」と思ったら、迷わず相談・通報をお願いします。第三者が介入することで
虐待の深刻化が防げます。

◎虐待に関する相談窓口
●本村の相談窓口　すこやかセンター内福祉課　
　　　　　　　　(地域包括支援センター、飛島村障害者虐待防止センター）
　　　　　　　　※夜間・土曜・日曜および祝日は飛島村役場(宿日直対応）
●認知症に関しての村外での相談窓口
　　　　　　　　【高齢者】認知症の人と家族の会　電話相談　☎0１２0－２94－4５6
　　　　　　　　午前１0時〜午後３時(土曜・日曜および祝日を除く）


